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本日のご説明のポイント

社内外との連携を強化し、コア技術の深化・将来技術の探索を加速。

様々な分野でイノベーションの創出に挑戦

研究開発戦略

コア技術の深化・将来技術の探索の方向性

開発加速に向けた主な取り組み

ターゲット領域

水処理/抗菌

高速冷解凍

サーキュラー
エコノミー材料

ペロブスカイト
PV

全固体電池

感情・環境認識 ６G/B5G 物体認識

衛星通信

V2X

映像/音響
同期解析

超小型エッジAI
CPS/

デジタルツイン

宇宙用
PV

超高速応答 ロボティクス

量子コンピュー
ティング応用

機械向け
画像符号化

画像解析通信 Quality of LifeエッジAI エネルギー 将来技術探索

✓ 全社プロジェクト“I-Pro”を活用した特長技術・新規事業の立ち上げ加速

✓ AI研究開発専門組織の立ち上げ

✓ 国内外の大学・研究機関への積極派遣 / スタートアップとの連携の拡大

マイクロ
フォトニクス

XR

におい
センシング

五感入出力

暮らす 働く

宇宙

➀ ➁ ➂

➂

モビリティ

④
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Opportunity

Strength

内
部
環
境

外
部
環
境

プラス要因 マイナス要因

✓ “暮らす”と“働く”の両ドメインで多数の

ハードウェア製品及びユーザーを保有

✓ 他社に先駆けたエッジAI応用技術の開発

✓LLMの小型化・性能向上が刻々と進む

✓ エッジ端末向けSoCの高性能化が同時に

進みエッジAIの処理性能は飛躍的に向上

① エッジAI - 現状分析と開発方針

シャープのエッジAIは、“機器とユーザーとのインターフェース”に特化

⚫ AIの処理デバイス・LLM・応用サービスまでを

自社のみで開発することは困難

‐ 自社特化部分と外部連携が必至

⚫ 巨大テックカンパニーがフィジカルAIを

はじめとするエッジAI端末の開発に参入
Threat

研究開発戦略

写真差し替え要

（権利無し）

Weakness
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⚫ 幅広い分野においてエッジAIデバイスの活用が拡大

エッジAI関連 市場規模

FY24 FY30

7.2

出所：シャープ推計

2.4

CAGR

+20%

✓ 家電

✓ 自動運転

✓ ヘルスケア・医療

✓ セキュリティ

✓ 金融

✓ 工場

主な活用分野

デバイスの処理性能の向上及びLLMの小型化により、エッジAIの進化が加速

⚫ エッジAIの性能は今後数年で大幅に向上

FY25 FY27

SoC処理
性能向上

LLM
小型化

エッジAIの進化（1B※レベルLLM）

音声会話

テキスト
チャット

マルチ
モーダル

推論

出所：シャープ推計
FY24

※ 10億パラメータ

① エッジAI - 技術トレンド

ハイエンドモデル

で動作

エントリーモデル

でも推論動作(単位：百億ドル）

研究開発戦略
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① エッジAI - 当社独自AI技術「CE-LLM」 研究開発戦略

CE-LLMは人々がAIを使いこなす為のインターフェイス技術。

これを活用したプロダクトを通じて、ユーザーに高品質な独自の体験を提供

テクノロジー

プロダクト
eAssistant
Concierge

eAssistant
Minutes

ヘルシオ
クックトーク

・・・

会話の応答性

人間同士の会話の
ような応答性

会話の品質

ユーザ状況・嗜好・記憶等を
踏まえた、的確/快適な会話

プライバシー確保

個人情報・秘密情報保護
(外部へ出さない)

通信量抑制

省電力・
AI利用従量料金削減

商品サービスに最適な
LLM選定

環境プロンプト
✓ 温度・湿度、時間などセンシング情報

✓ リアルタイムのユーザー状態

スマートライフ
AIサービス

・・・

連携された機器から、

ユーザーや周囲の環境を把握し、応答に自動反映

連携

暮らす働く

Communication Edge – LLM

[機能ソフトウエアモジュール群]

LLM IF

クラウドLLM

エッジLLM

差し替え可能
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標準化
技術開発

② 次世代通信

DX・AI時代の社会インフラとして、全社ソリューション事業を支える次世代通信技術を開発

研究開発戦略

通信
技術開発

XIAOMI

INTEL CORP

NTT DOCOMO

SHARP

VIVO

OPPO

ERICSSON

CATT(DATANG)

NOKIA CORP

SAMSUNG ELECTRONICS

ZTE

QUALCOMM INC

LG ELECTRONICS

HUAWEI

5G規格必須特許保有数

⚫ 合計8,500件以上の無線通信規格必須特許を保有

‐ 5Gの規格必須特許保有数は日本トップレベル

⚫ 6Gの国際標準化に向けても貢献を続け、規格必須特許創出を強化
SHARP 日本企業のトップ

出所：SEP Omnilyticsデータを元に当社作成 (2025年6月時点、特許ファミリー数ベース）

スマートライフAIサービスワ－クプレイスソリューション ロジスティックソリューションリテール向けDXソリューションモバイルソリューション ・・・

IoT向けB5G SoC

✓ 新規標準化規格に即対応、
応用先行

V２X技術

✓ IoT 通信応用拡大

車-車間通信

車-路側設備通信

✓ いつでもどこでもAIが
サポートする世界の実現

6G・次世代Wi-Fi

✓ 小型・軽量アンテナを核に
非地上系ネットワークを拡大

衛星通信

事業への
応用
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③ 画像解析・ロボティクス - インダストリーDX

インダストリーDXへの事業展開を視野に、画像解析関連技術とロボット制御・AI応用技術の開発を強化。

将来のフィジカルAIへと繋げていく

研究開発戦略

事業への
応用 建設DX インフラDX鉄道DX

技術開発の
方向性

スマートロジスティクス スマートファクトリー

画像解析関連技術

高精度画像計測

画像解析

高画質画像伝送 音響解析

カメラ画像補正技術 リアルタイム8K映像伝送

AI利用単眼深度推定 特徴点抽出

音源位置推定

[ロボティクスの視覚機能を拡張]

ロボット制御・AI応用技術

超多数端末制御

量子アニーリング

自動搬送制御 高精度無線
シミュレーション

デジタルツイン

[リアルとバーチャルの融合]

フィジカル
AI

①インダストリーDX ②ロボティクス

[国内市場規模（①＋②、当社想定）： 2030年 8,700億円 CAGR +9％]
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④ モビリティ - EV事業挑戦の背景

市場や顧客ニーズが大きく変化しつつあり、当社の強みを活かせる新たな事業機会が存在

✓ 走行性能や加速性能

✓ 外観や内装のデザイン

✓ 燃費

✓ 安全性

✓ ブランドのステータスや信頼性

既存ニーズ

研究開発戦略

市場の変化

0%

100%

2025 2027 2030 2035

BEV

PHEV

HEV

ICE他

乗用車のパワートレイン別構成比(グローバル)

50%

15%

30%

20%

顧客ニーズの変化

新たなニーズ(より重要視されるポイント)

環境への配慮 快適性
エンターテインメント/インテリア

カスタマイズ性利便性
ライフスタイルとの融合

出所：シャープ推計
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④ モビリティ - 当社のEVコンセプト 研究開発戦略

LDK+ コンセプト

車内後部にプライベート空間

SHARP EV

車内を「リビングルームの拡張空間」としてとらえ、“止まっている時”にフォーカスしたEV

空間+
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④ モビリティ - LDK+の取り組み

鴻海開発EV 『Model A』 をベースに、当社の多様な技術を融合し、

シャープならではの新たなEVの開発を推進中

研究開発戦略

LDK＋

将来、個人のシェアサービスが一般化すると、

ライドシェアに加えてルームシェアとしての活用も視野

鴻海開発
EV

家電技術

エッジAI

Model A

②豊富な機能 ③機器連携①自然なUI

タッチ操作

音声操作

AIoT

Eeeコネクト

空質改善

コミュニケーション

（記載内容は例）

✓ 素早い応答
✓ 快適なインターフェイス

③ 家や地域とつながり、生活をサポート

② シーンに合わせた様々な使い方

① 誰でも使える車内空間
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持続的な事業拡大を支える成長基盤の構築 - “コア技術”の開発加速

社内外との連携を強化し、コア技術の深化・将来技術の探索を加速。

様々な分野でイノベーションの創出に挑戦

研究開発戦略

コア技術の深化・将来技術の探索の方向性

開発加速に向けた主な取り組み

ターゲット領域

水処理/抗菌

高速冷解凍

サーキュラー
エコノミー材料

ペロブスカイト
PV

全固体電池

感情・環境認識 ６G/B5G 物体認識

衛星通信

V2X

映像/音響
同期解析

超小型エッジAI
CPS/

デジタルツイン

宇宙用
PV

超高速応答 ロボティクス

量子コンピュー
ティング応用

機械向け
画像符号化

画像解析通信 Quality of LifeエッジAI エネルギー 将来技術探索

✓ 全社プロジェクト“I-Pro”を活用した特長技術・新規事業の立ち上げ加速

✓ AI研究開発専門組織の立ち上げ

✓ 国内外の大学・研究機関への積極派遣 / スタートアップとの連携の拡大

マイクロ
フォトニクス

XR

におい
センシング

五感入出力

暮らす 働く

宇宙モビリティ



誠意をもって人々の日常を見つめ、

創意をもって新たな体験を提案する




